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定 

例 

会

定 

例 

会

未来に「希望と責任」が持てる
活力と魅力のあるまちづくりの推進

可決
令和 2 年第 1 回定例会は、3 月 2 日から 26 日まで開催した。予算関係 12 件（補正予算 6 件、

当初予算 6 件）、条例関係 12 件（制定 2 件、改正 10 件）、一般議案 4 件（道路認定 1 件、契
約 2 件、その他 1 件）、人事関係 1 件、発議 2 件（制定 1 件、改正 1 件）が提出され、すべて
原案通り可決・同意した。

一般質問には 9 人の議員がたち、活発な議論を展開した。

実質単年度収支のマイナスが続いており、不足額は
財政調整基金（令和２年残高は２億 6500 万円の見込
み）を取り崩している。毎年度収支の均衡を保持する
ため、早期の財政改革の取り組みが求められている。
＊実質単年度収支とは
単年度の収支に、黒字要素（財政調整基金積立金、
地方債繰上償還額）や赤字要素（財政調整基金取崩し
額）を加減したもので、その年度の収支が実質的にど
のようになったか検証する指標。

まちづくりの根幹をなす重点事業の推進、人口減少対策と、定
住化の実現及び少子化・高齢化の人口構造の改善を図るため、
過去 2 番目の規模となる 58 億 1300 万円の当初予算

会　計　名 予　算　額 前年比（％）
一 般 会 計 58 億 1300 万円 △ 6.3
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 10 億 8731 万円 △ 1.1
後期高齢者医療特別会計 1 億 3715 万円 18.6
介 護 保 険 特 別 会 計 7 億 8734 万円 0.6
水 道 事 業 会 計 5 億 9295 万円 4.3
下 水 道 事 業 会 計 9 億 5285 万円 △ 6.7

総　　額 93 億 7063 万円 △ 4.3

会 計 別 の 予 算 （千円以下切捨て）

（千円以下切捨て）
一　般　会　計

歳 入

※端数整理上、合計額と一致しません。

町税　29.4%
15億6,830万円
町税　26.7%

15億5275万円

歳 出

地方交付税　18.7%
10億8500万円

町債　15.2%
8億8180万円

繰入金　12.0%
6億9547万円

国庫支出金　11.6%
6億7721万円

府支出金　6.0%
3億4564万円

地方消費税交付金　3.9%
2億2570万円

地方譲与税　0.9%
5160万円

使用料及び手数料　0.8%
4625万円

分担金及び負担金　0.5%
2819万円

その他　3.8%
2億2334万円 その他　0.8％

4633万円

民生費　21.6%
12億5488万円

総務費　21.0%
12億2394万円

教育費　10.1%
5億8775万円

衛生費　6.0%
3億4637万円

消防費　4.6%
2億6506万円

農林水産業費　3.4%
1億9373万円

議会費　1.5%
8790万円

土木費　21.1%
12億2931万円

商工費　1.4%
8394万円

公債費　8.5%
4億9375万円

健やかに安心して暮らせるまち

活気にあふれる交流のまち

便利で快適に過ごせるまち

子育てと学びを応援するまち

多機能消防車資機材整備事業

「ハートのまち」移住定住奨励金

公共交通利用推進事業

保育充実事業

健康増進計画等策定事業

ふるさと納税推進事業

急速ろ過機改良事業

総合文化センター改修事業

884 万円

450 万円

915 万円

1 億 4005 万円

233 万円

4999 万円

1 億 6060 万円

5524 万円

さらなる財政改革の取り組みを
新たな地方創生のステージヘ

第５次まちづくり総合計画の後期計画、第２期地域創生総合戦略の開始年度

財政改革の推進が必要
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予算特別委員会では、委員長に垣内秋弘議員、副委員長に馬
場哉議員を新たに選任し、令和２年度当初予算及び令和元年度
補正予算に関する審査を行った。

予

算

特

別

委

員

会

総
括
質
疑

当
初
予
算

（
谷
口
整
委
員
）

問　

山
手
線
に
つ
い
て
、
府

へ
の
要
望
の
み
の
ス
タ
ン
ス

か
ら
町
も
汗
を
か
く
と
の
こ

と
だ
が
、
全
線
完
成
は
何
年

後
と
考
え
て
い
る
の
か
。

（
松
本
健
治
委
員
）

問　

施
政
方
針
で
数
多
く
使

わ
れ
て
い
る
「
幸
福
度
」。

各
施
策
の
連
関
を
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の

（
今
西
久
美
子
委
員
）

問　

高
校
生
通
学
費
補
助
の

減
額
、
給
食
費
の
値
上
げ
な

ど
は
、
総
合
計
画
改
定
の
答

申
や
住
民
の
意
向
に
逆
行
す

る
の
で
は
。

答　

高
校
生
通
学
費
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
断
腸
の
思
い

で
見
直
し
た
。
町
と
し
て

様
々
な
子
育
て
支
援
策
を
実

施
し
て
き
て
お
り
、
今
後
も

「
子
育
て
と
学
び
を
応
援
す

る
ま
ち
」の
実
現
に
努
め
る
。

（
馬
場
哉
委
員
）

問　

徹
底
し
た
歳
出
削
減
を

し
な
い
と
、
新
し
い
時
代
に

踏
み
出
せ
な
い
。
財
政
状
況

問　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
が
１
９
４
３
万
円
減
額
と

な
っ
て
い
る
。
人
間
ド
ッ
グ

や
特
定
保
健
指
導
な
ど
、
住

問　

保
険
料
が
大
幅
な
値
上

げ
と
な
る
。
低
所
得
者
へ
の

軽
減
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

特
例
措
置
と
し
て
基
礎

控
除
額
が
33
万
円
以
下
の
所

得
の
方
は
８
・
５
割
か
ら
、

７
・
75
割
軽
減
に
な
る
。

問　

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
は
。

答　

町
外
で
訪
問
看
護
の
事

業
所
が
増
え
、
町
内
に
入
っ

て
い
た
だ
け
る
事
業
所
も
増

え
て
い
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

が
不
足
し
て
い
る
状
況
で
は

な
い
。

問　

急
速
ろ
過
機
改
良
事
業

に
つ
い
て
高
額
で
あ
る
が
、

装
置
、
シ
ス
テ
ム
等
、
ど
の

程
度
の
更
新
に
な
る
の
か
。

答　

浄
水
場
に
設
置
し
て
い

る
５
基
の
ろ
過
装
置
の
内
、

創
設
時
の
２
基
を
撤
去
し
、

１
基
を
設
置
す
る
。
事
業
費

に
は
、
ろ
過
機
本
体
、
電
気

計
装
設
備
、
撤
去
費
、
中
央

監
視
設
備
の
変
更
費
用
を
含

ん
で
い
る
。

問　

保
険
税
率
の
見
直
し

で
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
影
響
額

と
な
る
の
か
。

答　

１
人
当
た
り
の
平
均
額

は
、
約
２
７
０
０
円
の
増
額

と
な
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
が
好
調

だ
が
、
さ
ら
に
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
高
め
る
た
め
、
町
内
企

業
に
対
し
て
参
加
の
要
請
も

重
要
と
考
え
る
が
。

答　

待
っ
て
い
る
姿
勢
で
な

く
、
積
極
的
に
企
業
に
要
請

し
、
１
社
で
も
多
く
返
礼
品

リ
ス
ト
に
載
せ
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
む
。

問　

地
域
子
育
て
支
援
事
業

は
、支
援
セ
ン
タ
ー
の
７
月
移

転
を
機
に
変
化
す
る
の
か
。

答　

新
し
い
施
設
は
、
外
に

山
手
線
建
設
促
進
を

幸
福
度
を
感
じ
る

予
算
と
は

な
ぜ
子
育
て
世
代
が

負
担
増
か

ふ
る
さ
と
納
税
を

い
か
に
伸
ば
す
か

財
政
改
革
の
推
進
は

な
ぜ
繰
入
金
を
減
ら
す

低
所
得
者
の
軽
減
は

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
は

ろ
過
機
の
更
新
は

答　

国
・
京
都
府
と
連
携
し
、

町
も
汗
を
か
く
気
概
の
も

と
、
整
備
に
向
け
た
全
体
計

画
を
共
有
し
た
う
え
で
、
10

年
を
目
途
と
し
た
い
。

山手線（緑苑坂以北）

浄水場のろ過装置を確認

と
今
後
の
財
政
改
革
の
取
り

組
み
を
、
町
長
自
ら
住
民
に

伝
え
る
べ
き
で
は
。

答　

特
別
職
の
人
件
費
の
削

減
や
事
業
、
補
助
金
等
の
見

直
し
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

も
、
持
続
可
能
な
健
全
財
政

へ
の
説
明
に
努
め
て
い
く
。

遊
ぶ
ス
ペ
ー
ス
が
整
備
さ

れ
、
大
き
な
公
園
も
あ
る
の

で
、
遊
び
を
安
全
に
楽
し
め

る
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
る
。
施

設
内
と
屋
外
と
が
つ
な
が

り
、
動
き
の
あ
る
時
間
を
過

ご
せ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

宇
治
田
原
お
い
し
い
水

道
水
PR
事
業
に
つ
い
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
や
町
内
企
業
と

連
携
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

PR
方
法
な
ど
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
一
環
で
あ
り
、
移
住
定

住
に
つ
な
げ
る
１
つ
の
切
り

口
で
あ
る
。
お
茶
に
あ
う
水

と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
セ
ッ
ト
す
る
こ
と

や
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
配
布
な

ど
を
考
え
て
い
る
。

問　

人
口
減
少
対
策
や
移
住

定
住
を
促
進
す
る
状
況
の

中
、
高
校
生
の
通
学
費
補
助

金
を
減
額
し
、
保
護
者
に
負

担
増
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
の
か
。

答　

議
会
か
ら
の
付
帯
意
見

を
重
く
受
け
止
め
、
3
年
間

全
額
給
付
を
実
施
し
て
き
た

が
、
財
政
が
非
常
に
厳
し
い

中
で
聖
域
を
設
け
ず
に
再

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
た
結
果

で
あ
る
。
負
担
を
強
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
非
常
に
心
苦

し
い
が
、
一
定
負
担
い
た
だ

く
中
で
補
助
す
る
べ
き
で
は

と
の
結
論
に
至
っ
た
。

山
本 

精 

議
員

反
対
討
論

来
年
度
、
町
債
発
行
が
８
億
８
千
万
円
を
超
え
、
実

質
残
高
が
40
億
円
を
超
え
る
。
財
政
調
整
基
金
は
わ
ず

か
２
億
６
５
０
０
万
円
と
な
り
、
将
来
の
財
政
負
担
へ

禍
根
を
残
す
。
新
庁
舎
建
設
、
新
都
市
公
園
な
ど
の
大

型
予
算
が
計
上
さ
れ
る
一
方
で
、
高
校
生
通
学
費
補
助

の
減
額
な
ど
、子
育
て
世
代
へ
の
負
担
を
強
い
て
い
る
。

住
民
生
活
が
厳
し
い
中
、
町
は
住
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
地
方
自
治
体
の
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
町
政
を

保
険
料
の
引
き
上
げ

は
高
齢
者
の
安
心
に

逆
行

保
険
税
の
引
き
上
げ

回
避
を

民
に
と
っ
て
大
事
な
事
業
に

関
係
す
る
繰
り
入
れ
を
な
ぜ

減
額
し
た
の
か
。

答　

他
会
計
へ
の
繰
出
金
の

抑
制
と
し
て
、
法
定
外
分
に

つ
い
て
は
一
定
の
見
直
し
を

行
い
、
基
金
等
の
活
用
を
優

先
す
る
こ
と
と
し
た
。

今
西 

久
美
子 

議
員

今
西 

久
美
子 

議
員

反
対
討
論

反
対
討
論

保
険
料
が
９
５
９
３

円
も
の
増
額
で
年
８
万

５
９
５
１
円
と
な
る
。

被
保
険
者
の
多
く
は
年

金
生
活
で
あ
り
、
保
険

料
の
負
担
増
は
後
期
高

齢
者
の
安
心
と
は
逆
行

す
る
。
存
続
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
負
担
増
を
強
い

る
本
制
度
は
、
廃
止
す

べ
き
。

来
年
度
の
国
民
健
康

保
険
税
は
１
人
当
た
り

平
均
約
２
７
０
０
円
の

引
き
上
げ
と
な
る
。
国

保
は
福
祉
と
の
立
場
か

ら
、
人
間
ド
ッ
グ
や
健

康
対
策
事
業
に
対
す
る

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
減
ら
す
こ
と
な

く
、
保
険
税
の
引
き
上

げ
を
回
避
す
べ
き
。

京
都
府
の
示
す
標
準
保

険
料
率
を
も
と
に
、
保
険

税
率
等
を
設
定
す
る
た
め

改
正
す
る
も
の
。

国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

（
議
案
第
19
号
）

整
備
な
ど
安
心
な
暮
ら
し
か

ら
定
住
促
進
の
「
ハ
ー
ト
の

ま
ち
」
ま
で
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
事
業
を
具
体

化
し
て
い
く
。

一
般
会
計（

議
案
第
７
号
）

国
保
会
計（議

案
第
８
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

（
議
案
第
９
号
）

介
護
保
険
会
計

（
議
案
第
10
号
）

水
道
事
業
会
計

（
議
案
第
11
号
）

定 

例 

会

定 

例 

会
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新
庁
舎
へ
の
移
転
を
機

に
、
今
後
の
本
町
の
ま
ち

づ
く
り
の
変
化
に
対
応
す

る
と
と
も
に
事
務
の
効
率

化
・
迅
速
化
を
図
り
、
住

民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す

く
利
用
し
や
す
い
組
織
と

す
る
べ
く
、
関
係
条
例
を

整
備
す
る
も
の
。

高
度
な
専
門
知
識
や
経

験
、
優
れ
た
識
見
を
有
す

る
者
等
を
特
定
の
目
的
の

た
め
に
期
限
を
限
っ
て
、

採
用
す
る
た
め
制
定
す
る

も
の
。

新
庁
舎
建
設
工
事
請
負

契
約
を
変
更
し
、
16
億
７

６
５
万
３
９
０
０
円
と
す

る
も
の
。

平
成
27
年
度
に
作
成
し

た
第
５
次
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
等
の
見
直
し
を
図

る
も
の
。

行
政
組
織
の
改
正
に

伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の

制
定（
議
案
第
13
号
）

宇
治
田
原
町
一
般
職

の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定（議

案
第
14
号
）

宇
治
田
原
町
新
庁
舎

建
設
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更

（
議
案
第
26
号
）

宇
治
田
原
町
第
５
次

ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
（
基
本
構
想
・
基

本
計
画
）
及
び
宇
治

田
原
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
の
改
定

（
議
案
第
28
号
）

問　

宇
治
田
原
山
手
線
に
つ

い
て
、
開
通
時
期
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、見
込
み
は
。

答　

山
手
線
全
線
開
通
を
め

ざ
す
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、

位
置
づ
け
が
非
常
に
重
要
。

開
通
年
度
等
は
明
記
し
て
い

な
い
が
、
い
ち
早
く
山
手
線

を
全
線
開
通
す
る
と
と
も

に
、
土
地
利
用
、
企
業
誘
致

に
も
引
き
続
き
取
り
組
む
。

今
西 

久
美
子 

議
員

反
対
討
論

小
中
学
校
の
施
設
一
体
型
に
つ
い
て
は
、
住
民
へ
の

説
明
も
住
民
的
議
論
も
な
い
ま
ま
決
定
さ
れ
た
。
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
も
、
小
学
校
は
今
の

ま
ま
残
す
べ
き
。
ま
た
大
事
な
こ
と
は
住
民
の
合
意
で

決
め
る
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
住
民
で
あ
る
こ

と
を
肝
に
銘
じ
、
町
政
を
進
め
る
よ
う
求
め
る
。

将
来
人
口
を
１
万
人
か
ら
８
千
人
に
下
方
修
正
す

る
。町
長
の
重
要
三
本
柱
、み
ち
づ
く
り
、拠
点
づ
く
り
、

未
来
づ
く
り
で
は
人
口
は
増
え
な
い
。
今
、
町
が
や
る

べ
き
こ
と
は
、
子
育
て
世
代
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
、

全
て
の
世
代
の
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
な
ど
、

本
来
の
自
治
体
の
役
割
を
し
っ
か
り
進
め
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
が
人
口
増
と
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る

道
で
あ
る
と
考
え
る
。

「
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
住
民
」を
肝
に
銘
じ
よ

令
和
元
年
度
補
正
予
算

問　

新
庁
舎
へ
の
寄
付
金
３

千
万
円
が
補
正
さ
れ
て
い
る

が
、
３
月
末
ま
で
に
寄
附
の

見
込
み
は
。

答　

２
月
末
で
の
実
績
は
６

３
１
万
円
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
降
、
複
数
の
方
か
ら
寄
附

の
申
し
出
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
予
定
額
は
達
成
で
き
る

と
考
え
る
。

問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
は
、
全
学
年
の
児
童
生
徒

が
、
そ
れ
ぞ
れ
端
末
を
持
つ

と
し
て
い
る
が
、
目
途
は
。

答　

令
和
２
年
度
に
つ
い
て

は
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
等
を
含
め
た

環
境
整
備
を
行
い
、
３
年
度

か
ら
５
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
割

り
振
り
を
し
、
全
学
年
に
配

備
を
考
え
て
い
る
。

新
庁
舎
建
設
寄
附
金
は

追
加
分
は

軟
弱
地
盤
が
要
因

多
額
の
増
額
に
は
納
得
で
き
な
い

山
本 

精 

議
員

今
西 

久
美
子 

議
員

反
対
討
論

反
対
討
論

新
庁
舎
建
設
に
３
千

万
円
の
追
加
補
正
は
、

指
摘
し
て
き
た
軟
弱
地

盤
が
要
因
と
な
っ
た
も

の
が
大
き
い
。
庁
舎
に

か
か
る
費
用
を
お
さ
え

る
べ
き
と
の
声
が
あ
る

中
、
多
額
の
追
加
補
正

に
は
反
対
。
大
福
茶
園

は
来
年
春
に
は
必
ず
入

植
で
き
る
よ
う
事
業
を

進
め
よ
。

新
庁
舎
建
設
工
事
請
負
契
約
が
約
７
９
０
０

万
円
の
増
額
と
な
る
。
７
５
０
０
万
円
も
か
け

て
設
計
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
杭
の
長

さ
に
20
ｍ
も
の
差
が
あ
る
の
か
。
軟
弱
地
盤
で

あ
る
こ
と
は
何
度
も
指
摘
し
て
き
た
。今
さ
ら
、

地
盤
改
良
に
約
２
千
万
円
も
追
加
す
る
な
ど
納

得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

問　

残
土
の
処
分
量
の
変
更

に
つ
い
て
は
支
障
が
な
い
範

囲
で
あ
る
と
思
う
が
、
な
ぜ

変
更
に
至
っ
た
の
か
。

答　

庁
舎
や
公
園
、
道
路
整

残
土
処
分
量
の
変
更
は

支
障
が
な
い
の
で
は

備
を
総
合
的
に
進
め
る
中
、

庁
舎
の
Ｇ
Ｌ
（
地
盤
面
の
高

さ
）
を
基
本
と
し
て
き
た
。

高
さ
が
違
う
と
、
そ
の
分
費

用
が
必
要
に
な
る
。
様
々
な

検
討
を
し
た
結
果
で
あ
る
。

問　

約
１
年
半
の
工
期
が
あ

る
中
、
も
っ
と
早
い
時
期
に

変
更
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答　

他
項
目
の
変
更
に
つ
い

て
も
、
一
定
ま
と
め
て
報
告

す
べ
き
と
の
考
え
の
も
と
進

め
て
き
た
が
、
発
生
し
た
段

階
で
報
告
す
る
の
が
本
来
で

あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

人
事
案
件

表　
　

彰

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
同
意

永
年
功
労
者
表
彰

全
国
町
村
議
会
議
長
会
創
立
70
周
年
記
念
表
彰

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

京
都
府
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

議
員
と
し
て
30
年
以
上
在
職
者

議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職
者

議
会
議
員
と
し
て
11
年
以
上
在
職
者

令
和
２
年
７
月
１
日
～
令
和
５
年
６
月
30
日

木
谷　

茂
和 

氏

（
湯
屋
谷
）

下
岡　

周
之 

氏

垣
内　

秋
弘 

氏

原
田　

周
一 

氏

田
中　

修　

 

氏

任
期

総
務
建
設
常
任
委
員
会

問　

新
庁
舎
移
転
に
伴
い
部

制
が
廃
止
さ
れ
る
が
、
今
後

の
各
課
間
の
連
携
は
。

答　

フ
ラ
ッ
ト
化
を
図
り
、

教
育
委
員
会
や
上
下
水
道
課

が
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始
す

る
こ
と
で
、
横
の
つ
な
が
り

も
強
化
さ
れ
、
効
率
的
で
迅

速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
、

問　

京
都
府
の
退
職
者
に
つ

い
て
、
特
定
任
期
付
職
員
・

一
般
職
任
期
付
職
員
・
任
期

付
職
員
の
ど
の
区
分
で
採
用

す
る
の
か
。

部
制
廃
止
に
伴
う

各
課
間
の
連
携
は

特
定
任
期
付
職
員
と
は

住
民
が
利
用
し
や
す
く
な
る

と
考
え
て
い
る
。

問　

当
面
の
間
、
理
事
職
を

置
く
と
は
。

答　

部
制
廃
止
に
伴
い
、
現

部
長
を
当
面
の
間
、
理
事
と

し
て
配
置
す
る
も
の
。

答　

新
名
神
の
開
通
な
ど
本

町
の
変
革
期
に
お
い
て
、
山

手
線
、
都
市
計
画
、
ま
た
河

川
、
水
道
、
下
水
道
な
ど
高

度
な
専
門
的
知
識
を
持
ち
、

３
月
末
を
も
っ
て
京
都
府
を

退
職
さ
れ
る
方
を
特
定
任
期

建設中の新庁舎

早期完成が期待される新名神と山手線

定
例
会

定
例
会

一
般
会
計（

議
案
第
１
号
）

付
職
員
と
し
て
採
用
を
考
え

て
い
る
。

問　

特
定
任
期
付
職
員
の
肩

書
き
と
議
会
対
応
は
。

答　

職
名
を
都
市
整
備
政
策

監
と
し
、
議
会
対
応
等
も
行

う
予
定
で
あ
る
。
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議決のあらましと表決結果

種
別議案番号 議 案 名 と 内 容

賛
成
討
論

反
対
討
論

結　

果

山　

内

山　

本

今　

西

垣　

内

田　

中

原　

田

馬　

場

松　

本

谷
口
重

浅　

田

藤　

本

条
例
制
定

議案
第 14 号

宇治田原町一般職の任期付職員の採用等に関する条例
を制定するについて

（地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法
律に基づき、制定するもの）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

条
例
改
正

議案
第 15 号

宇治田原町長等の給料の額の特例に関する条例の一部
を改正する条例を制定するについて

（期限を定め町長等の給料の一部を減額するもの）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第 16 号

宇治田原町職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例を制定するについて

（法律改正に伴う条例の一部改正）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第 17 号

宇治田原町印鑑条例の一部を改正する条例を制定する
について

（法律改正等に伴う条例の一部改正）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第 18 号

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条
例を制定するについて

（法律改正に伴う条例の一部改正）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第 19 号

宇治田原町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
を制定するについて

（保険税率等の変更に伴う条例の一部改正）
✓可
決〇●●〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第 20 号

宇治田原町企業立地促進条例の一部を改正する条例を
制定するについて

（既定の失効期日延長に伴う条例の一部改正）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第 21 号

宇治田原町町内雇用促進条例の一部を改正する条例を
制定するについて

（既定の失効期日延長に伴う条例の一部改正）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第 22 号

宇治田原町水道事業及び下水道事業の設置等に関する
条例の一部を改正する条例を制定するについて

（法律改正に伴う条例の一部改正）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第 23 号

宇治田原町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例を制定
するについて

（法律改正等に伴う条例の一部改正）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第 24 号

宇治田原町監査委員条例の一部を改正する条例を制定
するについて

（法律改正に伴う条例の一部改正）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

そ
の
他

議案
第 25 号

町道路線の認定及び廃止について
（町道 1 の 1 号線、2 の 25 号線の廃止及び認定）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第 26 号

宇治田原町新庁舎建設工事請負契約の一部変更につい
て

【変更後契約金額　16 億 756 万 3900 円】
✓可
決〇●●〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第 27 号

都市計画道路宇治田原山手線建設工事委託に関する協
定の一部変更について

【変更後協定金額　9 億 6606 万 2101 円】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第 28 号

宇治田原町第５次まちづくり総合計画（基本構想・基
本計画）及び宇治田原町まち・ひと・しごと創生総合
戦略の改定について

（第５次まちづくり総合計画及びまち・ひと・しごと創
生総合戦略の改定）

✓可
決〇●●〇〇〇〇〇－〇〇

種
別議案番号 議 案 名 と 内 容

賛
成
討
論

反
対
討
論

結　

果

山　

内

山　

本

今　

西

垣　

内

田　

中

原　

田

馬　

場

松　

本

谷
口
重

浅　

田

藤　

本

決
議

決議案
第１号

新型コロナウイルス感染症対策の迅速かつ総合的な取
組を求める決議について

（感染抑制等、事態収束に向け取組を求める決議）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

発
議

発議
第１号

宇治田原町議会の議員の議員報酬の特例に関する条例
を制定するについて

（期限を定め議員報酬の一部を減額するもの）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

発
委

発委
第１号

宇治田原町議会委員会条例の一部を改正する条例を制
定するについて

（組織条例の改正に伴う条例の一部改正）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

人
事

議案
第 29 号

人権擁護委員候補者の推薦について
（ 木谷茂和氏の推薦）

同
意〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

令
和
元
年
度
補
正
予
算

議案
第１号

一般会計補正予算（第 4 号）
（小中学校校内通信ネットワーク整備事業等の追加、各
種事業の決算見込みなど）

【2 億 5645 万円追加】

✓可
決〇●●〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第２号

国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第 2 号）
（補助金及び拠出金の確定など）
【1205 万 8 千円追加】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第３号

後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号）
（保険料の調定額の増加など）
【476 万 8 千円追加】

可
決〇●●〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第４号

介護保険特別会計補正予算（第 3 号）
（保険給付費の決算見込みなど）
【保険 1608 万 9 千円減額、サービス 252 万円追加】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第５号

水道事業会計補正予算（第 3 号）
（各種事業の決算見込みなど）
【収益的収入 1000 万円減額　支出 367 万 8 千円減額】
【資本的収入 1159 万円減額　支出 5310 万 6 千円減額】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第６号

下水道事業会計補正予算（第 2 号）
（各種事業の決算見込みなど）
【収益的収入 140 万円減額　支出 67 万 9 千円減額】
【資本的収入 152 万 1 千円追加　支出 30 万円減額】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

令
和
２
年
度
当
初
予
算

議案
第７号

一般会計予算
【58 億 1300 万円　前年対比 6.3％減】

✓可
決〇●●〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第８号

国民健康保険特別会計（事業勘定）予算
【10 億 8731 万 7 千円　前年対比 1.1％減】

可
決〇●●〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第９号

後期高齢者医療特別会計予算
【1 億 3715 万 4 千円　前年対比 18.6％増】

✓可
決〇●●〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第 10 号

介護保険特別会計予算
【7 億 8734 万 9 千円　前年対比 0.6％増】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第 11 号

水道事業会計予算
【5 億 9295 万 1 千円　前年対比 4.3％増】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

議案
第 12 号

下水道事業会計予算
【9 億 5285 万 9 千円　前年対比 6.7％減】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

条
例
制
定

議案
第 13 号

行政組織の改正に伴う関係条例の整備に関する条例を
制定するについて

（新庁舎への移転を機に、住民にとって利用しやすい組
織とするため、関係条例の規定整備を行うもの）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇

[ 〇賛成・●反対・▲退席・―欠席 ]

◎谷口整議長は賛否同数以外は表決に加わりません

表
決
結
果

表
決
結
果



第103号（10）宇治田原町議会だより 第103号 宇治田原町議会だより（11）2020（令和２）年５月 2020（令和２）年５月

一
般
質
問

一般
質問
ズバリ！
町政を問う

傍聴のご案内
宇治田原町議会を傍聴しませんか。傍聴券は本会議・委員会当日に町役場３階議会事務局で

発行致します。議会の日程などはホームページ（http://www.town.ujitawara.kyoto.jp/）をご
覧いただくか、議会事務局（☎ 88‐6641）までお問い合わせください 。

質問者 質問事項

1 藤本英樹
（12p）

1. 町長の政治姿勢について
2. 新型コロナウイルス対策について
3. 有害鳥獣対策について

2 松本健治
（13p）

1. 国際交流と「多文化の共生」に
ついて

2. 令和２年度の施政方針（政治姿
勢）について

3. 町内外への情報発信について

3 山本　精
（14p）

1. 子育て支援について
2. 有害鳥獣被害対策について

4 垣内秋弘
（15p）

1. 新庁舎へのアクセス道路について
2. 自治功労者表彰制度について
3. 新学習指導要領の実施について
4. 国道 307 号と第一南北線交差点

部の整備について
●町長の政治姿勢について

議員が行政全般にわたって執

行機関である町に対し、事務の

執行状況や方針などを質問しま

す。

主な内容について、各議員の

要約原稿を掲載しています。

●印の質問事項は本紙には掲載しておりません

一般質問

3月5日～6日

質問者 質問事項

5 今西久美子
（16p）

1. 住民の利便性向上について
2. ゲーム障害について
3. 自然を守る対策について

6 原田周一
（17p）

1. 住宅建設について
2. 教育問題について

7 馬場　哉
（18p）

1. 企業誘致について
2. キャッシュレス社会への行政の

対応
●財政状況について

8 山内実貴子
（19p）

1. 公共交通の利用拡大について
2. 災害に強い町への取り組みにつ

いて

9 浅田晃弘
（20p）

1.「関係人口」の創出について
2. 本町の将来ビジョンについて
●高齢者パワーの活用と生きがいづ

くりについて

全会一致で可決

全会一致で可決

決議

議員報酬を削減

新型コロナウイルス感染拡大防止を

発議第１号

決議第１号

宇治田原町議会の議員の議員報酬の特例に関する条例を制定

新型コロナウイルス感染症対策の
迅速かつ総合的な取組みを求める決議〈抜粋〉

１）報酬月額の減額率（期末手当にも適用）

　　議長　10％

　　副議長、委員長、議員　５％

２）期間

　　令和２年４月１日～令和４年３月31日

３）施行期日

　　令和２年４月１日

【提案理由】

議員報酬については、「宇治田原町特別職報酬

等審議会」において総合的に検討され、「据え

置きが妥当」との答申がされたところではある

が、議員自らが現在の厳しい財政状況に鑑み、

期限を定め議員報酬の一部を減額するため、特

例的に本条例を制定するもの。

＊発議とは・・・議員が議案を提出すること

　新型コロナウイルス感染症が急速に拡散し、世
界的な脅威となっている。
　我が国では、感染者が拡大する中、「新型コロ
ナウイルス感染症対策本部」が設置され、小・
中・高等学校、特別支援学校の全国一斉臨時休
業など感染拡大の防止に向けて全力で取り組ま
れているが、予断を許さない状況が続いている。
　宇治田原町においては、住民の命と健康を守る
ことを最優先に、国、府、関係団体と十分に連携

し、感染拡大の防止、住民生活の安心・安全確
保に向けて全力で取り組むよう強く求める。
　宇治田原町議会としても、住民の安心・安全確
保のため、行政と連携・協力し、感染抑制、事態
収束に向けて取り組みを進める。
　
以上、決議する。
令和２年３月１２日

宇治田原町議会

議
員
提
出



第103号（12）宇治田原町議会だより 第103号 宇治田原町議会だより（13）2020（令和２）年５月 2020（令和２）年５月

︻
質　

問
︼

２
期
７
年
間
、
町
政
を

担
っ
て
こ
ら
れ
た
が
、総
仕
上

げ
の
年
の
取
り
組
み
方
は
。

︻
答
弁
（
町
長
）︼

７
年
間
で
「
希
望
と
責

任
」
が
持
て
る
活
力
と
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
で

︻
質　

問
︼

中
国
の
武
漢
か
ら
世
界
各

国
に
広
が
り
を
み
せ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を

振
る
っ
て
い
る
が
、
本
町
の

対
策
は
。

︻
答
弁
（
副
町
長
）︼

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や

延
期
を
決
定
し
、
広
報
活
動

す
る
こ
と
で
、
適
切
な
情
報

提
供
を
行
い
、
対
応
し
て
い

る
。

︻
質　

問
︼

野
猿
の
追
い
払
い
対
策
と

し
て
、
被
害
状
況
の
調
査

や
、
野
猿
等
の
追
い
払
い
事

業
（
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
試

行
）
を
実
施
し
て
い
る
が
状

況
は
。

︻
答
弁（
産
業
観
光
課
長
）︼

農
作
物
被
害
は
若
干
増
加

傾
向
に
あ
り
、
モ
ン
キ
ー

ド
ッ
グ
試
行
は
野
猿
追
い
払

い
隊
と
連
携
し
、
リ
ー
ド
を

繋
い
だ
状
態
で
実
施
し
て
い

る
。

２
期
目
総
仕
上
げ
の
取
組
み
方
は

︻
答
︼新
し
い
時
代
へ
踏
み
出
す

き
た
と
評
価
し
て
い
る
。

予
算
案
に
掲
げ
る
施
策
・

事
業
を
着
実
に
実
施
し
、
新

し
い
時
代
に
踏
み
出
す
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

︻
質　

問
︼

限
ら
れ
た
財
政
の
中
で
、

何
に
投
資
す
る
こ
と
が
良
い

︻
答
︼被
害
軽
減
に
向
け
、今
後
検
討
す
る

︻
答
︼適
切
な
情
報
提
供
で
対
応
す
る

「
サ
ル
イ
チ
」導
入
を
検
討
し
て
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は

西谷町政２期目集大成となる新庁舎建設事業

どこで出没するかわからない野猿

︻
質　

問
︼

野
猿
の
位
置
情
報
を
メ
ー

ル
で
知
ら
せ
る「
サ
ル
イ
チ
」

を
導
入
で
き
な
い
か
。

︻
答
弁（
建
設
事
業
部
長
）︼

猿
の
位
置
を
把
握
す
る
に

は
、
日
々
の
現
地
調
査
や
情

報
収
集
が
必
要
と
な
る
。

今
後
も
追
い
払
い
隊
や
モ

ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の
導
入
に
取

り
組
み
、「
サ
ル
イ
チ
」
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い

く
。

一
般
質
問

の
か
「
選
択
と
集
中
」
が
必

要
と
な
る
。
時
に
は
、
一
歩

立
ち
止
ま
る
必
要
性
も
生
じ

る
の
で
は
。

︻
答
弁
（
町
長
）︼

事
業
執
行
の
点
検
・
見
直

し
を
行
い
、
効
果
的
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議員

藤 本 英 樹

︻
質　

問
︼

小
中
学
校
の
一
斉
休
校
に

よ
る
現
場
の
混
乱
、
小
学
校

低
学
年
や
受
験
生
を
持
つ
保

護
者
の
不
安
解
消
へ
の
対
処

法
は
。

︻
答
弁
（
教
育
長
）︼

学
童
保
育
の
支
援
員
確

保
、
受
験
生
へ
の
教
室
開
放

な
ど
、
保
護
者
、
小
中
学
校

と
連
携
を
取
り
対
処
し
て
い

く
。

一
般
質
問

成人式も国際化に（ベトナム人のタオさんとクエンさん）

町のホームページで、情報発信を

激
増
す
る
外
国
人
と
の
共
生
社
会
を

︻
答
︼先
進
的
な
取
り
組
み
を
調
査
研
究
す
る

︻
答
︼本
町
の
特
徴
あ
る
教
育
を
内
外
に
発
信

︻
答
︼新
し
い
宇
治
田
原
を
自
ら
発
信
へ

教
育
の
ま
ち
を
内
外
に
発
信
し
て
は

町
長
も
自
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
を

︻
質　

問
︼

本
町
で
も
外
国
人
労
働
者

が
、
激
増
し
て
い
る
。
町
内

事
業
者
も
事
業
運
営
上
、
必

要
な
人
材
で
あ
り
、
ま
だ
増

え
る
要
素
が
あ
る
。

地
域
で
も「
多
文
化
共
生
」

の
対
応
で
、「
国
際
交
流
協

会
」
の
設
置
や
諸
施
策
を
実

施
す
べ
き
で
は
。

︻
答
弁
（
副
町
長
）︼

外
国
人
労
働
者
と
の
「
多

文
化
の
共
生
」
社
会
の
推
進

に
取
り
組
む
。
国
際
交
流
協

会
等
、
先
進
的
な
取
り
組
み

を
調
査
研
究
す
る
。

︻
質　

問
︼

未
来
を
託
す
子
ど
も
達
の

た
め
に
、
4
年
後
の
令
和
6

年
度
開
校（
小
中
一
貫
教
育
）

に
向
け
て
、
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
。「
教
育
の
ま
ち

宇
治
田
原
」
と
い
っ
た
魅
力

あ
る
ア
ピ
ー
ル
を
、
町
内
外

に
発
信
し
て
は
。

︻
質　

問
︼

昨
今
自
治
体
の
首
長
が
、

自
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
発
信
し
て
い

る
。
さ
ら
に
自
治
体
の
動
き

や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
１

日
に
複
数
回
発
信
し
、
知
名

度
を
高
め
て
い
る
。

町
長
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

「
日
本
緑
茶
発
祥
の
ま
ち
」

「
ハ
ー
ト
の
ま
ち
」
を
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
。

︻
質　

問
︼

英
語
圏
の
国
際
交
流
が
進

ま
な
い
が
、
本
町
で
生
活
し

て
い
る
外
国
人
と
の
国
際
交

流
が
で
き
な
い
も
の
か
。

︻
答
弁
（
総
務
部
長
）︼

昨
年
は
、
地
域
で
の
行
事

︻
答
弁
（
町
長
）︼

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
審

議
会
の
答
申
内
容
で
も
、「
教

育
が
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
で

あ
る
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

「
住
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
教

育
」に
向
け
て
、新
た
な
戦
略

を
掲
げ
、本
町
独
自
の
特
徴
あ

る
教
育
を
内
外
に
発
信
す
る
。

︻
答
弁
（
町
長
）︼　　

新
庁
舎
建
設
事
業
も
大
詰

め
を
迎
え
て
お
り
、
6
月
竣

工
式
・
7
月
開
庁
式
を
経
て
、

新
し
い
宇
治
田
原
の
ま
ち
づ

く
り
が
始
ま
る
。

「
茶
文
化
の
歴
史
と
伝

統
」
を
核
と
し
た
「
ハ
ー
ト

の
ま
ち
う
じ
た
わ
ら
」
を
、

よ
り
積
極
的
に
発
信
す
る
必

要
が
あ
る
。
私
も
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

に
、
町
内
企
業
に
勤
め
る
ベ

ト
ナ
ム
の
方
が
多
数
参
加
さ

れ
、
地
元
の
人
と
共
に
楽
し

ん
だ
。
今
後
も
町
の
事
業
や

地
域
の
行
事
へ
の
参
加
を
促

し
、
町
内
で
の
国
際
交
流
の

機
会
を
設
け
て
い
く
。

議員

松 本 健 治



第103号（14）宇治田原町議会だより 第103号 宇治田原町議会だより（15）2020（令和２）年５月 2020（令和２）年５月

︻
答
︼情
報
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
野
猿
の
情
報
提
供
を

医
療
費
を
高
校
卒
業
ま
で
無
料
に

︻
答
︼負
担
が
大
き
い
子
育
て
世
帯
を
支
援

︻
質　

問
︼

子
育
て
に
や
さ
し
い
宇
治

田
原
を
め
ざ
し
、
人
口
の
流

出
を
食
い
止
め
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
昨

年
９
月
か
ら
、
医
療
費
に
か

か
る
府
の
制
度
が
拡
充
さ
れ

た
。
全
国
的
に
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
高
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
は
。

︻
答
弁（
介
護
医
療
課
長
）︼

子
育
て
支
援
医
療
費
支
給

は
、
府
制
度
に
３
歳
か
ら
中

学
校
修
了
ま
で
の
通
院
に
係

る
自
己
負
担
額
分
を
町
独
自

で
上
乗
せ
し
て
い
る
。
府
の

助
成
制
度
拡
充
に
伴
い
、
町

負
担
は
約
１
５
０
万
円
減
少

す
る
が
、
高
校
生
ま
で
対
象

を
拡
充
し
た
場
合
、
医
療
費

は
約
８
百
万
円
程
度
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。
特
に
医
療

費
負
担
が
大
き
い
子
育
て
世

帯
を
し
っ
か
り
支
援
し
て
い

く
。

︻
質　

問
︼

憲
法
26
条
で
、「
義
務
教

育
は
、こ
れ
を
無
償
と
す
る
」

と
定
め
て
い
る
。「
学
校
給

食
は
教
育
の
一
環
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
と
、

柴
山
元
文
部
科
学
大
臣
も
国

会
で
答
弁
し
て
い
る
。
給
食

費
の
無
償
化
は
伊
根
町
で
始

ま
り
、
現
在
、
井
手
町
や
和

束
町
、
笠
置
町
、
南
山
城
村

と
広
が
っ
て
い
る
。
給
食
費

無
償
化
の
実
施
は
。 

︻
答
弁（
学
校
教
育
課
長
）︼

給
食
に
か
か
る
食
材
費
に

つ
い
て
は
、
学
校
給
食
法
の

規
定
に
よ
り
保
護
者
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
本
町
で
は
、

地
域
の
食
材
を
使
用
し
た

「
う
じ
た
わ
ら
の
日
」
の
実

施
、
児
童
生
徒
の
リ
ク
エ
ス

ト
給
食
、
保
護
者
・
住
民
試

食
会
や
食
育
に
係
る
授
業

等
、
児
童
生
徒
・
保
護
者
に

給
食
の
意
義
や
役
割
を
伝
え

て
い
る
。
給
食
費
に
つ
い
て

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
議
を
行
い

負
担
に
理
解
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

一
般
質
問

議員

山 本 　 精

︻
質　

問
︼

野
猿
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
首
輪
、
発

信
器
を
つ
け
、
行
動
を
把
握

し
住
民
に
情
報
提
供
し
て

は
。

︻
答
弁（
産
業
観
光
課
長
）︼

今
年
２
月
、
新
た
に
発
信

機
を
取
り
付
け
、
昨
年
末
に

は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
首
輪
も
同
じ
群
れ

に
取
り
付
け
た
。
今
後
は
Ｇ

Ｐ
Ｓ
の
活
用
と
、
追
い
払
い

隊
の
情
報
収
集
に
よ
り
、
野

猿
の
詳
細
な
行
動
範
囲
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
情
報
を
住
民
の
方
に
提
供

で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

無償化が望まれる給食

野猿の位置をつかめる受信機

一
般
質
問

贄
田
立
川
線
の
早
期
完
成
は

︻
答
︼ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め
鋭
意
取
り
組
む

︻
質　

問
︼

新
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
で
あ
る
贄
田
立
川
線
は
、

庁
舎
の
完
成
時
期
に
合
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
遅

れ
て
い
る
要
因
と
今
後
の
見

通
し
は
。

︻
答
弁（
ま
ち
づ
く
り
整
備
推
進
部
長
）︼

要
因
は
、
宇
治
田
原
山
手

︻
質　

問
︼

本
町
の
表
彰
制
度
の
基
準

に
つ
い
て
は
、
他
の
市
町
と

大
き
く
異
な
る
。
現
状
の
表

彰
対
象
者
は
町
長
及
び
議
員

が
大
半
で
あ
り
、
町
へ
の
功

績
が
顕
著
な
人
を
表
彰
す
る

制
度
に
見
直
す
べ
き
で
は
。

︻
質　

問
︼

令
和
２
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
新
学
習
指
導
要
領
に
向

け
準
備
と
体
制
づ
く
り
は
。

線
や
南
北
線
の
道
路
整
備
を

先
行
し
、
予
算
配
分
を
十
分

確
保
で
き
ず
、
通
峰
線
と
の

交
差
部
分
の
協
議
に
長
期
の

時
間
を
要
し
た
。
ま
た
、
地

域
課
題
の
排
水
負
荷
の
軽
減

を
図
る
こ
と
な
ど
を
実
施
し

た
。
新
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
に
鋭
意
取
り
組
む
。

︻
答
︼町
制
65
周
年
を
目
途
に
検
討
す
る

︻
答
︼早
期
完
成
に
向
け
関
係
機
関
に
要
請

︻
答
︼準
備
と
体
制
づ
く
り
に
問
題
は
な
い

「
自
治
功
労
者
表
彰
」基
準
の
見
直
し
は

国
道
と
南
北
線
交
差
点
の
安
全
対
策
は

新
学
習
指
導
要
領
の
準
備
と
体
制
は

︻
答
弁
（
副
町
長
）︼

自
治
功
労
者
表
彰
制
度
が

本
町
に
と
っ
て
良
い
も
の
と

な
る
よ
う
に
、
近
隣
市
町
の

状
況
を
調
査
し
、
令
和
3
年

度
の
町
制
施
行
65
周
年
の
記

念
表
彰
を
目
途
に
検
討
し
た

い
。

早期完成を（贄田立川線）

対策が待たれる国道と南北線交差点

議員

垣 内 秋 弘

ま
た
、
小
学
校
の
英
語
教

育
の
本
格
導
入
は
万
全
か
。

︻
答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）︼

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
を
進
め
る
た
め
に
、

や
ま
し
ろ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

策
定
し
活
用
し
た
。
準
備
と

体
制
づ
く
り
は
問
題
な
い
。

︻
質　

問
︼

国
道
３
０
７
号
と
南
北
線

の
交
差
点
付
近
で
の
車
両
増

加
に
伴
い
、
交
通
安
全
対
策

上
、
信
号
機
の
設
置
及
び
右

折
レ
ー
ン
、
隅
切
り
の
早
期

整
備
が
必
要
で
あ
る
が
見
通

し
は
。

英
語
教
育
は
教
員
全
員
が
研

修
し
、
指
導
体
制
を
確
立
し

た
。

︻
答
弁
（
副
町
長
）︼

信
号
機
は
交
通
量
や
周
辺

既
設
信
号
機
と
の
距
離
が
課

題
。
ま
た
、
右
折
レ
ー
ン
は

今
後
一
日
も
早
い
事
業
着
手

と
早
期
の
完
成
に
向
け
、
関

係
機
関
と
協
力
し
取
り
組

む
。
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緑苑坂のバス補助券を他地域にも

郷之口地区に置かれた産廃

路
線
バ
ス
の
運
賃
補
助
を

︻
答
︼バ
ス
の
利
用
を
促
進
し
て
い
く

︻
質　

問
︼

路
線
バ
ス
の
減
便
が
続
い

て
い
る
が
、
宇
治
田
原
町
に

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
公
共

交
通
で
あ
る
路
線
バ
ス
の
充

実
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

︻
答
弁（
建
設
環
境
課
長
）︼

バ
ス
会
社
に
要
望
し
て
も

増
便
は
難
し
く
、
現
在
の
便

の
維
持
す
ら
困
難
な
状
況
。

多
数
の
方
に
、
よ
り
多
く
バ

ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
む
。

︻
質　

問
︼

緑
苑
坂
の
バ
ス
補
助
券
が

有
効
と
の
こ
と
。
利
用
促
進

の
た
め
に
、
他
地
区
で
も
発

行
し
、運
賃
を
補
助
し
て
は
。

︻
答
弁（
建
設
環
境
課
長
）︼

ま
ず
バ
ス
に
乗
る
こ
と
を

生
活
習
慣
と
し
て
身
に
付
け

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
。

︻
質　

問
︼

高
齢
者
や
免
許
の
な
い
方

か
ら
「
新
庁
舎
へ
は
も
う
行

け
な
い
」「
こ
ん
な
に
遠
い

と
は
」
と
の
声
を
聞
く
。
ア

︻
質　

問
︼

ゲ
ー
ム
障
害
は
、
ゲ
ー
ム

に
熱
中
し
す
ぎ
る
こ
と
で
日

常
生
活
に
支
障
が
出
る
病

気
。
特
に
小
中
学
生
は
短
期

間
で
重
症
化
す
る
。
兆
候
を

早
め
に
知
り
、
対
処
す
る
こ

と
が
大
事
。
子
ど
も
た
ち
の

実
態
は
。

︻
質　

問
︼

近
年
、宇
治
田
原
の
豊
か

な
自
然
や
景
観
が
心
配
な

状
況
。郷
之
口
地
区
で
は
大

量
の
産
廃
が
放
置
さ
れ
て
い

る
。府
に
対
し
、住
民
の
立
場

で
強
力
な
指
導
を
求
め
よ
。

︻
答
︼学
習
や
保
護
者
へ
の
啓
発
に
努
め
る

︻
答
︼保
健
所
と
連
携
し
取
り
組
む

ゲ
ー
ム
障
害
へ
の
対
策
は

産
廃
不
法
投
棄
へ
の
強
力
な
指
導
を

一
般
質
問

︻
答
弁
（
建
設
環
境
課
長
）︼

豊
か
な
自
然
環
境
を
後
世

に
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
産
業
廃
棄
物
の
投

棄
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
と

連
携
し
、解
消
に
取
り
組
む
。

議員

今 西 久 美 子

ク
セ
ス
を
ど
う
す
る
の
か
。

︻
答
弁（
建
設
環
境
課
長
）︼

路
線
バ
ス
運
行
は
難
し

く
、
町
営
バ
ス
の
乗
り
入
れ

を
考
え
て
い
る
。

︻
答
弁（
学
校
教
育
課
長
） 

︼

小
学
６
年
生
17
％
、
中
学

３
年
生
28
％
が
１
日
３
時
間

以
上
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
。

全
国
平
均
よ
り
や
や
多
い
。

︻
質　

問
︼

ゲ
ー
ム
依
存
に
な
る
と
、

体
力
や
学
力
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
。
学
校
や
保
護
者
と

と
も
に
対
応
策
を
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
は
。

︻
答
弁（
学
校
教
育
課
長
）︼

基
本
的
に
は
家
庭
教
育
の

問
題
だ
が
、
子
ど
も
の
健
全

な
成
長
に
悪
影
響
が
あ
り
改

善
が
必
要
。
ゲ
ー
ム
依
存
の

悪
影
響
に
つ
い
て
の
学
習

や
、
保
護
者
へ
の
啓
発
に
努

め
る
。

京田辺市内のワンルームマンション

維孝館中学校

一
般
質
問

︻
質　

問
︼

町
長
は
人
口
減
少
対
策
と

移
住
定
住
対
策
の
推
進
に
心

血
を
注
い
で
き
た
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
工
業
団
地
に
は

一
人
暮
ら
し
の
若
者
も
町
外

か
ら
多
く
通
勤
さ
れ
て
い

︻
質　

問
︼　　

令
和
元
年
６
月
議
会
に
お

い
て
、
子
ど
も
の
居
場
所
作

り
の
観
点
か
ら
条
例
の
制
定

が
必
要
と
の
提
案
に
対
し
、

不
登
校
の
未
然
防
止
・
引
き

こ
も
り
の
問
題
等
の
解
決
と

い
う
視
点
か
ら
も
研
究
課
題

で
あ
る
と
答
弁
さ
れ
た
。
そ

の
後
９
カ
月
経
過
し
た
が
現

状
は
。

る
。
本
町
で
は
共
有
面
積
を

除
く
専
有
面
積
の
規
制
が
あ

り
、
ワ
ン
ル
ー
ム
の
建
設
が

で
き
な
い
。
な
ぜ
緩
和
で
き

な
い
の
か
。

︻
答
弁
（
建
設
環
境
課
長
）︼

快
適
安
全
な
町
づ
く
り
条

︻
答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）︼

不
登
校
・
引
き
こ
も
り
は

個
々
の
事
情
が
あ
る
た
め
、

実
効
性
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
学
校
や
福
祉
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
丁
寧

に
対
応
し
た
い
。
家
庭
教
育

を
重
点
と
位
置
付
け
、
居
場

所
や
家
族
の
安
心
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
増
や
し
て
い

き
た
い
。

ワ
ン
ル
ー
ム
の
規
制
緩
和
は

︻
答
︼定
住
対
策
の
た
め
鋭
意
取
組
む

︻
答
︼条
例
の
制
定
は
難
し
い

家
庭
教
育
支
援
条
例
制
定
を

例
を
制
定
し
、
指
導
し
て
い

る
。
住
宅
分
譲
で
は
最
低
敷

地
面
積
１
６
５
㎡
、
約
50
坪

と
定
め
て
い
る
。
集
合
住
宅

は
１
室
の
最
低
面
積
を
55
㎡

と
し
、
小
規
模
の
ワ
ン
ル
ー

ム
形
式
の
建
築
は
原
則
断
っ

て
い
る
。
企
業
が
自
社
の
従

業
員
の
住
ま
い
を
確
保
・
整

備
す
る
場
合
は
、
施
設
の
一

体
的
管
理
を
前
提
と
し
て
、

面
積
緩
和
の
対
応
を
し
て
い

る
。

︻
質　

問
︼

工
業
団
地
に
は
約
５
０
０

か
ら
６
０
０
人
の
若
い
独
身

者
が
従
事
し
て
い
る
。
人
口

減
少
の
問
題
・
税
収
の
確
保

の
問
題
な
ど
考
慮
す
る
と
若

い
人
を
呼
び
込
む
こ
と
が
大

事
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

住
居
の
問
題
解
決
が
必
要
で

は
。

︻
答
弁
（
副
町
長
）︼

こ
れ
ま
で
も
「
町
内
で
働

く
人
に
は
、
町
内
に
住
ん
で

も
ら
う
」
方
向
を
掲
げ
空
家

活
用
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
審

議
会
で
も
労
働
者
の
住
居
確

保
が
移
住
定
住
に
も
つ
な
が

る
と
の
意
見
が
あ
る
。

新
た
な
総
合
計
画
で
は

「
移
住
だ
け
で
な
く
定
住
」、

ま
た
暮
ら
し
の
「
幸
福
度
」

を
高
め
る
こ
と
も
重
要
な
視

点
と
し
て
い
る
。
新
し
い
時

代
に
お
け
る
定
住
対
策
の
た

め
「
働
く
事
」
を
一
体
的
に

考
え
鋭
意
取
り
組
む
。

議員

原 田 周 一
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︻
質　

問
︼

新
名
神
開
通
を
見
据
え

て
、
本
町
に
も
、
企
業
か
ら

立
地
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る

が
、
ま
と
ま
っ
た
土
地
が
な

い
現
状
で
、
企
業
ニ
ー
ズ
に

ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

︻
質　

問
︼

消
費
の
現
場
に
お
い
て
、

支
払
い
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
や

利
便
性
か
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
の
決
済
比
率
は
30
％
に

迫
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
行

政
の
対
応
と
し
て
、
窓
口
で

の
証
明
書
発
行
手
数
料
や
施

設
利
用
料
の
支
払
い
も
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
決
済
が
で
き
な
い

︻
答
弁
（
産
業
観
光
課
長
）︼

京
都
府
市
町
村
企
業
誘
致

推
進
連
絡
会
議
と
連
携
し
、

本
町
の
工
業
団
地
や
優
遇
制

度
の
紹
介
と
と
も
に
、
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
る
。
年
に

数
回
あ
る
直
接
の
問
い
合
わ

せ
に
は
、
現
状
を
伝
え
る
と

高台から工業団地を眺める

普及するキャッシュレス決済

と
も
に
、
今
後
の
情
報
に
留

意
い
た
だ
く
よ
う
伝
え
て
い

る
。

︻
質　

問
︼

町
は
新
名
神
開
通
後
の
企

業
進
出
等
で
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
へ
の
投
資
分
を
回
収

で
き
る
と
説
明
し
て
き
た
。

報
道
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
町

長
は
、「
山
手
線
を
全
線
開

通
さ
せ
な
け
れ
ば
、
開
発
や

企
業
進
出
も
な
か
な
か
前
に

進
ま
な
い
」と
答
え
て
い
る
。

企
業
立
地
が
、
未
来
の
町
の

繁
栄
の
カ
ギ
と
な
る
。
山
手

線
の
一
日
も
早
い
全
線
開
通

を
望
む
が
、
そ
れ
ま
で
に
、

企
業
誘
致
活
動
で
他
に
打
つ

手
は
な
い
の
か
。

︻
答
弁（
ま
ち
づ
く
り
整
備
推
進
部
長
）︼

宇
治
田
原
山
手
線
の
早
期

完
成
は
、
本
町
に
か
か
わ
り

を
持
つ
皆
様
の
総
意
で
あ
る
。

都
市
計
画
に
お
い
て
道
路
計

画
の
変
更
、
新
た
な
用
途
地

域
の
指
定
を
行
っ
て
き
た
。

企
業
誘
致
活
動
は
、
全
線
開

通
を
待
つ
の
み
で
な
く
、
開

発
適
地
に
お
け
る
土
地
利
用

の
基
本
的
な
考
え
方
、
方
針

を
事
業
者
と
共
有
し
、
計
画

立
案
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ

う
鋭
意
努
力
し
、
企
業
進
出

に
つ
な
げ
、
将
来
の
財
政
基

盤
安
定
を
め
ざ
し
て
い
く
。

今
後
の
企
業
誘
致
の
展
開
は

︻
答
︼開
発
適
地
活
用
を
図
る

︻
答
︼鋭
意
、調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く

行
政
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は

一
般
質
問

か
。
住
民
の
利
便
性
向
上
、

事
務
効
率
化
、
公
金
の
安
全

性
確
保
も
図
れ
る
の
で
は
。

︻
答
弁
（
税
住
民
課
長
）︼

先
進
自
治
体
で
は
、
公
金

収
納
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で

行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
本
町
で
も
そ
の
取
り
組

み
に
向
け
て
鋭
意
、
調
査
・

検
討
を
し
て
い
く
。

議員

馬 場 　 哉

町の大切な足、町営バス

水消火器を使用した自主防災訓練

一
般
質
問

︻
答
︼訓
練
の
場
な
ど
で
活
用
し
啓
発
を
行
う

自
主
防
災
会
で
の
防
災
マ
ッ
プ
活
用
は

︻
質　

問
︼

高
齢
者
が
、
運
転
免
許
証

を
返
納
後
も
ス
ム
ー
ズ
に
公

共
交
通
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
小
学
校
で
行
っ
て
い
る

Ｍ
Ｍ
（
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）
教
室
に
、
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
。

︻
質　

問
︼

防
災
マ
ッ
プ
の
改
定
時

に
、
地
域
で
想
定
さ
れ
る
災

害
の
確
認
な
ど
、
自
主
防
災

会
で
の
防
災
マ
ッ
プ
の
活
用

は
。

︻
答
弁
（
総
務
部
長
）︼

自
主
防
災
訓
練
の
場
な
ど

で
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、

防
災
・
減
災
の
啓
発
に
努
め

︻
答
弁
（
建
設
環
境
課
長
）︼

地
域
を
対
象
と
し
た
Ｍ
Ｍ

の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い

る
。
小
学
生
と
高
齢
者
が
、

公
共
交
通
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
の
相
乗
効
果
も
期
待
で
き

る
。実

施
の
可
能
性
は
検
討
し

た
い
。

︻
質　

問
︼

町
の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
参

加
へ
の
公
共
交
通
を
利
用
す

る
仕
組
み
づ
く
り
は
。

︻
答
弁
（
副
町
長
）︼

今
後
、
町
営
バ
ス
な
ど
公

モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
拡
大
を

︻
答
︼地
域
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
対
応
を
検
討

共
交
通
の
利
用
者
等
に
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
を
検
討
し
て
い

る
。
次
の
利
用
促
進
の
取
り

組
み
に
つ
な
げ
た
い
。

た
い
。

︻
質　

問
︼

災
害
を
想
定
し
て
の
訓
練

は
必
要
。
誰
も
が
参
加
で
き

る
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

や
、
子
育
て
中
の
母
親
を
対

象
と
す
る
な
ど
、
シ
ー
ン
に

特
化
し
た
訓
練
を
行
っ
て

は
。

︻
答
弁
（
総
務
課
長
）︼

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

は
、
そ
の
場
で
「
体
制
を
低

く
し
、
頭
を
守
り
、
じ
っ
と

動
か
な
い
」と
、地
震
を
想
定

し
た
、誰
も
が
参
加
で
き
る

も
の
。
今
後
実
施
に
向
け
検

討
し
た
い
。
子
育
て
中
の
母

親
対
象
の
訓
練
も
、子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

︻
質　

問
︼

災
害
時
、
避
難
所
に
は
外

国
の
方
も
来
ら
れ
る
。
普
段

の
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害

や
急
病
な
ど
で
言
葉
が
通
じ

る
と
い
う
こ
と
は
大
切
な
こ

と
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
と
し
て
「
や
さ
し
い

日
本
語
」
を
、
防
災
や
生
活

に
関
す
る
情
報
発
信
、
外
国

人
向
け
相
談
窓
口
に
導
入
し

て
は
。

︻
答
弁
（
副
町
長
）︼

防
災
情
報
と
し
て
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
外
国
人

の
た
め
の
防
災
冊
子
」
の

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
て
い

る
。
外
国
の
方
へ
の
対
応
や

対
策
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の

事
例
も
踏
ま
え
、
調
査
・
研

究
し
て
い
き
た
い
。

議員

山 内 実 貴 子
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︻
質　

問
︼

国
は
、「
第
２
期
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
中
で
、
定
住
人
口
で

も
な
く
、
観
光
に
き
た
交
流

人
口
で
も
な
い
、
地
域
と
多

様
な
形
で
関
わ
る
「
関
係
人

口
」
と
い
う
切
り
口
で
、
そ

の
創
出
・
拡
大
に
努
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

町
の
第
５
次
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
、
総
合
戦
略
に
、

「
関
係
人
口
」
を
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
。

︻
答
弁
（
副
町
長
）︼

町
で
は
、
順
調
に
寄
付
額

を
伸
ば
し
て
き
た
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
や
国
の
地
方
創
生

の
関
係
交
付
金
を
獲
得
し
、

交
流
拠
点
づ
く
り
や
環
境
整

備
を
進
め
て
き
た
。

本
町
へ
の
愛
着
と
交
流
・

周
遊
に
つ
な
げ
る
環
境
づ
く

り
を
行
い
、関
係
人
口
と
な

る「
宇
治
田
原
フ
ァ
ン
」の
増

加
に
努
め
て
き
た
。
第
５
次

総
合
計
画
、
総
合
戦
略
案
に

は
、
こ
う
し
た
関
係
人
口
を

さ
ら
に
増
加
さ
せ
る
た
め
の

取
り
組
み
を
掲
げ
て
い
る
。

︻
質　

問
︼

平
成
30
年
と
今
年
１
月
に

京
都
市
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
副
町
長
が
搭
乗
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
る
。

上
空
の
視
点
か
ら
見
た
本

町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

︻
答
弁
（
副
町
長
）︼

新
庁
舎
付
近
や
新
名
神
高

速
道
路
、
山
手
線
の
緑
苑
坂

関
係
人
口
の
創
出
は

︻
答
︼宇
治
田
原
フ
ァ
ン
の
増
加
に
努
め
る

宇治田原ファンが集う　交遊庵やんたん

上空から見た「うじたわら」
新名神の橋脚が続く（郷之口付近）

令和元年 11月　町総合防災訓練にも班長として参加 昭和 28年 8月　南山城水害の教訓を胸に

︻
答
︼広
域
で
の
ま
ち
づ
く
り
が
重
要

上
空
か
ら
見
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

一
般
質
問

︻
質　

問
︼

国
は
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
拡
充
」も
示
し
て
い
る
。

地
方
へ
の
資
金
の
流
れ
を

飛
躍
的
に
高
め
る
観
点
か

ら
、
税
額
控
除
や
手
続
き
の

簡
素
化
等
大
幅
な
見
直
し
を

実
施
す
る
と
し
て
い
る
が
。

︻
答
弁
（
町
長
）︼

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
、
個
人
だ
け

で
な
く
法
人
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
も
必
須
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
か
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
行
っ
て
き
た
。

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
企
業
の
皆

様
へ
の
土
壌
づ
く
り
に
着
実

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
く
。

以
北
の
建
設
な
ど
、
ま
ち
の

姿
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変

わ
っ
て
い
る
。

上
空
か
ら
見
る
と
自
治
体

の
境
界
は
な
い
。道
づ
く
り
を

さ
ら
に
活
か
せ
る
よ
う
、
今

後
は
自
治
体
間
で
連
携
し
た

広
域
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
視

点
が
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
改
め
て
認
識
し
た
。

議員

浅 田 晃 弘

Ｑ．防災士資格取得のキッカケは 

Ａ．各種の訓練に参加して防災意識が高まっ
た。昨年の 12 月議会も傍聴して、女性防
災士等育成の話があり、避難所での女性目
線の大切さが必要で、積極的な参画をめざ
して資格取得を決意した。

Ｑ．防災士として取り組みたいことは

Ａ．地域に密着した防災意識の啓発と、災害に
対する事前の備えがある地域づくりに、少
しでも貢献できればと思う。昭和 28 年の
南山城水害を風化させないため、過去の史
実を今に生かす活動に取り組みたい。

Ｑ．座右の銘や好きな言葉は

Ａ．継続は力なり

Ｑ．ご自身の趣味や特技は

Ａ．着物の着付け（和装師範）

Ｑ．宇治田原町の魅力は 

Ａ．自然豊かな宇治田原町。四季それぞれに美
しさや味わいがある。そして何より人の温
かさに囲まれ、鉄軌道はないが人のつなが
りがある。ハートのまちが魅力である。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

今年宇治田原町で、女性初の防災士資格を
取得された宇佐美まりさんにインタビュー
しました。

防災士とは、社会の様々な場で減災と社会の防災力向上のた
めの活動が期待され、かつ、そのために十分な意識・知識・技
能を有するものとして、NPO法人日本防災士機構の認定を受けら
れた方です。なお、本町の防災士は 24 名となりました。

宇
う

 佐
さ

 美
み

　まり
宇治田原町初女性防災士

さん
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今回のテーマは

高齢者に やさしいまちづくり
本
町
議
会
で
は
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
開
か
れ
た
議
会
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
今
年
も
「
住
民
と
議
会
の
懇
談
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
少
し
で
も
住
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
と
の
間
を
縮
め
る
取
り
組
み
で
、

ご
意
見
を
議
会
活
動
に
、
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
２
月
９
日
（
日
）
に
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
テ
ー
マ
「
高

齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
懇
談
会
（
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方

式
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
高
齢
者
を
対
象
に
、
各
地
区
の
高
齢
者
団
体
の
推
薦
及
び
公
募
も
含

め
、
23
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
住
民
と
議
会
の
懇
談
会
」

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
に
よ
る

第
１
部
で
は
、
本
町
が
病
気
や
要
介

護
に
な
ら
ず
、
健
康
で
い
き
い
き
と
過

ご
せ
る
よ
う
、
認
知
症
や
生
活
習
慣
病

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
な
ど
を

報
告
し
ま
し
た
。

①
運
動
（
元
気
は
つ
ら
つ
！
若
返
り

塾
、
お
や
じ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
）

②
食
事
（
健
幸
キ
ッ
チ
ン
、
食
の
自
立

支
援
な
ど
）

③
外
出
移
動
支
援
（
介
護
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
、
町
営
バ
ス
の
運
行
な
ど
）

④
そ
の
他
（
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
議

会
で
の
取
り
組
み
な
ど
）

第
１
部

高
齢
者
の
た
め
の
施
策

（
報
告
）

第
２
部
の
懇
談
会

は
、
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
方
式
に
よ
る
も

の
で
、
５
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
経
験

豊
富
な
参
加
者
か

ら
、
積
極
的
に
意
見

交
換
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
の
問
題
に
限

ら
ず
、
町
政
全
般
や

地
域
で
の
役
割
、
そ

の
他
多
方
面
に
わ
た

る
ご
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

懇
談
会
の
参
加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

第
２
部懇　

談　

会

つ
い
て
は
、
次
頁
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
回
も
皆
さ
ん
か
ら
比

較
的
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

議
会
で
は
、「
住
民
と
議
会
の
懇
談
会
」
実
施
後
の
対
応
と
し
て
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
町
政
に
反
映
す
る
た
め
、
３
月
12
日
に
書
面
に
て
西
谷
町
長
に
説

明
・
報
告
を
し
、
回
答
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
対
応
策
等
に
つ
い
て
、
協
議
を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
意
見
に
つ
い

て
、
方
向
性
を
導
き
出
し
て
い
く
予
定
で
す
。

な
お
、
毎
年
「
懇
談
会
」
の
テ
ー
マ
や
参
加
対
象
者
等
の
検
討
を
行
い
な
が

ら
、
よ
り
充
実
し
た
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
に
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
の
議
会
で
は

懇
談
会

懇
談
会

ワールドカフェ方式での懇談会

経験豊富な皆さんのご意見は
懇談会（ワールドカフェ）でのご意見（抜粋）

項　　目 意　　　見（要　　望）

居場所づく
りについて

要
　
望

・地域のサロンで出前講座の機会増を。
・町内に小規模老人ホームを。町民が優先
的な入所で。

意
見
・サロンは良い取り組みだ。スタッフの高
齢化が問題。

生きがいづく
りについて

要
　
望

・高齢者が地域や子どもに貢献できるよう
な場を。
・高齢者と子どもが相互交流できるような
場があれば、絆が深まるのでは。
・高齢者対象の文化事業を。（文化系事業
がない）
・グランドゴルフ場の新設を。

意
　
見

・婚活などは、高齢者が「おせっかい」を
焼いて役に立つ場だ。
・老人クラブなどの役に付きたくない人が
増えている。加入してほしい。

交通網につ
いて

要
　
望

・新庁舎完成が近づく中、公共交通のルー
ト見直しを早急に。
・町営バスの運転手に乗客に対する接遇マ
ナーを。
・高齢者にバス無料券配布や割引価格で利
用ができるように。

意
見・宇治田原山手線の早期完成を願う。

安心・安全
について

要
　
望

・災害時に支援を必要とする人の避難訓練
の実施を。
・一人暮らしの人が元気かどうかの合図
（旗）があれば。
・お達者訪問を年２回以上に増やして。

その他

要
　
望

・介護保険料を安くしてほしい。
・眼科医院がほしい。
・工業団地の人に、本町に住んでもらう取
り組みを。（渋滞解消と人口増に効果があ
る）

意
　
見

・小中一貫校では小学校が消え、地域が衰
退する。地域にはデメリットもある。
・「茶音頭」は後世に伝えておきたい。

１．懇談会の満足度について

２．『議会だより』について

「住民と議会の懇談会」のアンケート（抜粋）

（当日出席者 23 人、アンケート回答者 22 人）

３．ご意見がございましたら（抜粋）

《住民と議会の懇談会について》
・この活動はパフォーマンスではと思ったが、姿勢は良い。
・こういった場を設けることは良い。ただ意見の尊重を。
・高齢者施策でも、高齢者以外の若い人や子供の意見や発
想も取り入れては。
・元気な高齢者ばかりの参加だ。障がい者や運転免許証返
納者の参加があれば。
・大変よい機会だ。なかなか良い議題意見が出て良かった。
・いろんな話を聞いて勉強になった。話もし易くて良かった。
・すごく自分への刺激になった。これからは関心を持つよ
うにしたい。
・年に３～４回の開催にしてほしい。

《議会活動全般について》
・各地域の行事への議員の参加も重要。（住民との懇談と
いう意味で）
・非常に活発に活動している。よく頑張っているのでは。
・行政への強烈なアタックが必要。おとなしいのではないか。
・各議員の差が大き過ぎる。

《その他の意見》
・協議会、審議会等で役割を終えたものは廃止すべき。見
直せばもっとある。
・高齢者も「受ける」だけではなく「貢献する」に。町の
発展につながるはず。
・サロンで20～30人の参加者が楽しむ姿を見て、声掛け
しながら続けたい。

良い ← 普通 → 悪い
男性 7 3 4
女性 2 3 3
計 9 6 7 0 0

毎回読んでいる 時々読んでいる ほとんど読んでいない

男性 11 3 0
女性 7 1 0

計 18 4 0
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次回議会の予定

詳しい予定はHPにて
お知らせします。

６月４日木開会日
〈６月定例会〉
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ちょっと　ひとやすみ

はちきれんばかりの笑顔でご入学

桜満開通り抜け（やすらぎの道）

保育所入所式　お疲れですね


